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(57)【要約】
【課題】時計に表示される現地時刻と、この現地時刻に
係る特定都市とを対応付けて認識し易くする。
【解決手段】スマートフォン１は、表示とユーザによる
操作を受け付けとを行うタッチパネルディスプレイ１４
と、フラッシュメモリ１５と、ＣＰＵ１１と、フラッシ
ュメモリ１５に記憶されると共に、ＣＰＵ１１により実
行されるように構成された時刻表示プログラム１５１を
備える。この時刻表示プログラム１５１は、ユーザによ
る特定都市の選択操作をタッチパネルディスプレイ１４
に受け付けさせる命令、特定都市を示す地図における特
定都市の表示位置に特定都市の現地時刻の表示の中心を
重畳してタッチパネルディスプレイ１４に表示させる命
令を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　ユーザによる操作を受け付ける操作受付部と、
　記憶部と、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記記憶部に記憶されると共に、前記１つ以上のプロセッサにより実行されるように構
成された１つ以上のプログラムと、
　を備える時刻表示装置であって、
　前記１つ以上のプログラムは、
　ユーザによる特定都市の選択操作を前記操作受付部に受け付けさせる命令、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする時刻表示装置。
【請求項２】
　前記１つ以上のプログラムは、
　第１の特定都市を示す第１の地図における当該第１の特定都市の表示位置に前記第１の
特定都市の現地時刻の表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた選択操作により、第２の特定都市を取得させる命令、
　前記第１の地図から前記第２の特定都市を示す第２地図までを補間する複数の第３の地
図を特定させる命令、
　前記第１の地図から前記第２の地図に近づくように順番に複数の前記第３の地図を表示
させる命令、
　前記第２の特定都市の現地時刻を、前記第２の地図上に重畳して前記表示部に表示させ
る命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
【請求項３】
　外部ネットワークと通信する通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記外部ネットワークを介して前記第２の特定都市の地図を前記通信部に取得させる命
令、
　取得した前記第２の特定都市の地図および当該第２の特定都市の現地時刻を前記表示部
に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の時刻表示装置。
【請求項４】
　時計と通信する近距離無線通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　現在地における現在時刻を前記表示部に表示させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた切替操作により、前記表示部における前記特定都市の
現地時刻の表示位置を現在地における現在時刻の表示位置に移動させ、現在地の現在時刻
の表示位置を前記特定都市の現地時刻の表示位置に移動させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた確認操作により、前記時計に対する現在地と前記特定
都市との切り替え指示を前記近距離無線通信部に送信させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
【請求項５】
　時計との間で通信する近距離無線通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計に対する特定都市の情報を前記近距離無線通信部に送信させる命令、
　前記時計から前記特定都市の情報を前記近距離無線通信部に受信させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
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【請求項６】
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨を受信した後、特定都市を示す地図
を表示することなしに現地時刻を前記表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項５に記載の時刻表示装置。
【請求項７】
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨および時差情報を前記近距離無線通
信部が受信した際には、受信した時差の範囲かつ直前に設定されていた特定都市の最寄り
の都市を新たな特定都市とさせる命令、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の時刻表示装置。
【請求項８】
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨および時差情報を前記近距離無線通
信部が受信した際には、受信した時差の範囲かつ直前に設定されていた特定都市から陸続
きの都市を新たな特定都市とさせる命令、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の時刻表示装置。
【請求項９】
　前記表示部に表示される特定都市を示す地図の輝度は、前記表示部に表示される背景の
輝度と当該特定都市の現地時刻の輝度との間である、
　ことを特徴とする請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の時刻表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部に表示される特定都市を示す地図上に、当該特定都市の名称を重畳して前記
表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１ないし９のうちいずれか１項に記載の時刻表示装置。
【請求項１１】
　前記表示部に表示される特定都市の名称の色は、前記表示部に表示される当該特定都市
の現地時刻の色とは異なる、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の時刻表示装置。
【請求項１２】
　ユーザによる操作を受け付けて表示部に時刻を表示する時刻表示方法であって、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付けるステップ、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示するステップ、
　を含むことを特徴とする時刻表示方法。
【請求項１３】
　ユーザによる操作を受け付けて表示部に時刻を表示するコンピュータを、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付ける操作受付手段、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示する表示制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　表示部と、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付ける操作受付部と、
　１つ以上のプロセッサと、
　を備える時刻表示装置であって、
　前記１つ以上のプロセッサは、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる、
　ことを特徴とする時刻表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時刻表示装置、時刻表示方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のアナログ時計には、現在の時刻を表示する主文字板と、特定都市の現地時刻を表
示する副文字板を備えるものがあった。ここで、主文字板に表示される現在の時刻は、こ
の時計のユーザが位置している都市の現地時刻であり、以下にて「ホームタイム」と記載
する場合がある。副文字板に表示される現地時刻は、この時計のユーザが想定した都市の
現地時刻であり、以下にて「ワールドタイム」と記載する場合がある。更に、「ホームタ
イム」を“ＨＴ”、「ワールドタイム」を“ＷＴ”と省略して記載する場合がある。なお
、各都市の現地時刻とは、その都市のサマータイムを反映した時刻のことをいう。
　かつて、アナログ時計の副文字板に係るワールドタイムとして設定した都市は、ユーザ
の記憶に頼っていた。
【０００３】
　近年では、Bluetooth（登録商標）などの通信技術の発達により、スマートフォン上で
、アナログ時計の設定を容易に変更して、この設定をアナログ時計と同期することが可能
となった。スマートフォン上にてアナログ時計の副文字板に係るワールドタイムの都市を
設定することにより、ユーザは、自身の記憶に頼らずに、このワールドタイムの都市を事
後的に確認することが可能である。
【０００４】
　特許文献１に記載の表示制御手段は、指針を測位情報表示領域に移動し、記憶されてい
る測位情報に対応する時差を確認し、その時差に応じた地図上のタイムゾーンを指針で指
示する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２２９１０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載の発明における地図上のタイムゾーンは、複数の都市を包含する広い
領域である。よって、ユーザにとっては、副文字板に設定したタイムゾーンと、指定した
都市とを対応付けて認識しにくいおそれがあった。
　そこで、本発明は、時刻表示装置、時刻表示方法およびプログラムについて、表示され
る現地時刻と、この現地時刻に係る特定都市とを対応付けて認識し易くすることを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記目的を達成するため、
　表示部と、
　ユーザによる操作を受け付ける操作受付部と、
　記憶部と、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記記憶部に記憶されると共に、前記１つ以上のプロセッサにより実行されるように構
成された１つ以上のプログラムと、
　を備える時刻表示装置であって、
　前記１つ以上のプログラムは、
　ユーザによる特定都市の選択操作を前記操作受付部に受け付けさせる命令、
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　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする時刻表示装置である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、表示される現地時刻と、この現地時刻に係る特定都市とを対応付けて
認識し易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態におけるシステムの概略を示す構成図である。
【図２】電子時計の構成を示すブロック図である。
【図３】スマートフォンと電子時計の動作を示す図である。
【図４】初期設定のモード遷移図である。
【図５】初回起動時の登録画面（その１）を示す図である。
【図６】初回起動時の登録画面（その２）を示す図である。
【図７】初回起動時の登録画面（その３）を示す図である。
【図８】ワールドタイム設定時のモード遷移図である。
【図９】ワールドタイム設定画面（その１）を示す図である。
【図１０】ワールドタイム設定画面（その２）を示す図である。
【図１１】ワールドタイム設定画面（その３）を示す図である。
【図１２】ワールドタイム設定画面（その４）を示す図である。
【図１３】ホームタイム／ワールドタイム切替のモード遷移図である。
【図１４】ホームタイム／ワールドタイム切替画面（その１）を示す図である。
【図１５】ホームタイム／ワールドタイム切替画面（その２）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以降、本発明を実施するための形態を、各図を参照して詳細に説明する。
　図１は、本実施形態におけるシステムの概略を示す構成図である。
　このシステムは、スマートフォン１と電子時計２とが近距離無線で通信可能に接続され
、このスマートフォン１は基地局３１とネットワーク３２とを介してサーバ３３に接続さ
れる。スマートフォン１は、サーバ３３が格納する地図データベース３３１とサマータイ
ムデータベース３３２とを参照可能である。
　地図データベース３３１は、都市の市街地などを示す地図情報を格納している。サマー
タイムデータベース３３２は、各都市のサマータイムの有無、サマータイム期間、カマー
タイムによる調整時間の組み合わせを格納している。
【００１１】
　スマートフォン１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１、ＲＡＭ（Random Acce
ss Memory）１２、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３，タッチパネルディスプレイ１４、
フラッシュメモリ１５、計時部１６、ＷｉＦｉ（登録商標）通信部１７、キャリア通信部
１８、近距離無線通信部１９を含んで構成される。
　スマートフォン１（時刻表示装置）は、情報を表示してユーザによる操作を受け付ける
タッチパネルディスプレイ１４（表示部かつ操作受付部）と、ＲＡＭ１２やＲＯＭ１３や
フラッシュメモリ１５などである記憶部と、プロセッサであるＣＰＵ１１と、フラッシュ
メモリ１５に記憶されると共に、ＣＰＵ１１により実行されるように構成された時刻表示
プログラム１５１とを備える。時刻表示プログラム１５１は、このスマートフォン１で動
作するアプリのひとつであり、ＣＰＵ１１により実行される各動作の命令を含んで構成さ
れる。
　フラッシュメモリ１５は、各都市の名称と位置と、この都市の協定世界時に対する時差
情報とを含む都市データベース１５２を記憶している。
　計時部１６は、時刻を計時する。ＷｉＦｉ通信部１７はＷｉＦｉ規格の無線通信を行い
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、キャリア通信部１８は、基地局３１とネットワーク３２を介して無線通信を行う。近距
離無線通信部１９は、例えばBluetooth Low Energy規格による近距離の無線通信を行う。
【００１２】
　図２は、電子時計２の構成を示すブロック図である。
　本実施形態の電子時計２は、主文字板の時分針である指針２１ａと、秒針である指針２
１ｂと、副文字板の時分針である指針２１ｃとを独立のモータで各々駆動可能なものであ
り、特には限られないが、例えば、腕に装着するためのバンドを備えた腕時計型の電子時
計である。この電子時計２は、例えば指針２１ａと、輪列機構２２ａを介して指針２１ａ
を回転駆動するステッピングモータ２３ａと、駆動回路２４とを備えている。ここでは、
指針２１ｂおよび指針２１ｃについても同様に構成される。
　主文字板の時分針である指針２１ａと、秒針である指針２１ｂと、副文字板の時分針で
ある指針２１ｃとは、それぞれ独立に回転可能である。以下、指針２１ａ～２１ｃを特に
区別しないときには、単に指針２１と記載する。各輪列機構２２ａ～２２ｃを特に区別し
ないときには、単に輪列機構２２と記載する。各ステッピングモータ２３ａ～２３ｃを特
に区別しないときには、単にステッピングモータ２３と記載する。
【００１３】
　電子時計２は更に、ＣＰＵ２６１を含んだマイクロコンピュータ２６と、振動子２５と
、電源部２７と、近距離無線通信回路２６５を備えている。このＣＰＵ２６１は、発振回
路２６２と、分周回路２６３と、計時回路２６４とを含んで構成される。
【００１４】
　指針２１ａと指針２１ｂは、主文字板上の回転軸に対して、回転自在に設けられている
。指針２１ｃは、副文字板上の回転軸に対して、回転自在に設けられている。輪列機構２
２ａ～２２ｃは、それぞれ指針２１ａ～２１ｃを回転動作させる。
【００１５】
　駆動回路２４は、ＣＰＵ２６１から入力された制御信号に基づいて、ステッピングモー
タ２３ａ～２３ｃを駆動するための駆動電圧信号を、適切なタイミングで出力する。この
駆動回路２４は、ＣＰＵ２６１からの設定信号に基づき、ステッピングモータ２３の駆動
電圧や駆動電圧パルス幅を調整して出力可能である。本実施形態の駆動回路２４は、ステ
ッピングモータ２３に対して正転方向または逆転方向に駆動電圧信号を出力可能となって
いる。
【００１６】
　ＣＰＵ２６１は、各種演算処理を行い、電子時計２の全体動作を統括制御する。ＣＰＵ
２６１は、不図示の制御プログラムを読み出して実行し、継続的に各部に時刻表示に係る
動作を行わせる。ＣＰＵ２６１は、指針２１が移動する目標位置を設定し、駆動回路２４
を介して、ステッピングモータ２３の駆動を制御する制御手段である。
【００１７】
　振動子２５と発振回路２６２とは、固有の周波数信号を生成して分周回路２６３に出力
する。振動子２５としては、例えば、水晶発振回路が用いられる。
　分周回路２６３は、発振回路２６２から入力された信号をＣＰＵ２６１や計時回路２６
４が利用する各種周波数の信号に分周して出力する。
　計時回路２６４は、分周回路２６３から入力された所定の周波数信号の回数を計数し、
初期時刻に加算していくことで現在の時刻を計数するカウンタ回路である。計時回路２６
４により計数される現在の時刻は、ＣＰＵ２６１により読み出されて時刻表示に用いられ
る。この時刻の計数は、ソフトウェア的に制御されてもよい。
【００１８】
　電源部２７は、電子時計２を長期間に亘って継続的、かつ安定的に動作させることが可
能な構成となっており、例えば電池とＤＣ－ＤＣコンバータとの組み合わせである。これ
により動作中の電源部２７の出力電圧は、所定値を保つ。
【００１９】
　近距離無線通信回路２６５は、例えばBluetooth Low Energy規格の通信により、スマー
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トフォン１の近距離無線通信部１９との間で時刻情報を送受信し、スマートフォン１の時
刻と同期する。これにより、電子時計２は、１日のうち予め設定した時刻になるとスマー
トフォン１と接続して、ホームタイムとワールドタイムの２つの時刻を修正することがで
きる。
【００２０】
　図３（ａ）は、電子時計２と接続後にスマートフォン１に表示されるホーム画面５を示
す図である。
　スマートフォン１のＣＰＵ１１が時刻表示プログラム１５１を実行することにより、タ
ッチパネルディスプレイ１４にホーム画面５が表示される。このホーム画面５には、仮想
アナログ時計５０が表示される。この仮想アナログ時計５０は、主文字板５１と、その内
部に表示された副文字板５２とを含んで構成される。主文字板５１には、現在の時刻が指
針５１１で表示され、ここでは東京の現地時刻が指針５１１で６時９分として表示されて
いる。
　副文字板５２には、ワールドタイムとして特定都市の現地時刻が指針５２１で表示され
、ここではニューヨークの現地時刻が１７時９分として表示されている。ここで示したよ
うに、ニューヨークにおけるサマータイム時の日本時間との時差は、－１３時間である。
【００２１】
　副文字板５２には更に、ニューヨークを示す地図におけるニューヨークの表示位置に、
ニューヨークの現地時刻の表示の中心軸を重畳して表示され、その下側には特定都市の名
称である“New York”が地図上に重畳して表示されている。これにより、スマートフォン
１は、副文字板５２に表示されるニューヨークの現地時刻と、この現地時刻に係る都市で
あるニューヨークとを対応付けて認識し易くすることができる。
　副文字板５２のニューヨークの地図の輝度は、背景の輝度と現地時刻を示す指針５１１
との間の輝度である。これによりユーザは、指針５１１が指し示す現地時刻を明瞭に認識
することができる。副文字板５２の特定都市の名称である“New York”の色は、現地時刻
を示す指針５１１の色とは別の色であり、これによりユーザは、現地時刻情報とワールド
タイムの特定都市情報のそれぞれを明瞭に視認可能である。
【００２２】
　この仮想アナログ時計５０の右下には、“Tokyo”と記載された現在都市名５３と“Mon
.4/06 6:09”と記載された現在時刻５５とが表示される。仮想アナログ時計５０の左下に
は、“New York”と記載されたワールドタイム都市名５４と“Sun.4/05 17:09”と記載さ
れたワールドタイム時刻５６とが表示される。
　ワールドタイム時刻５６の下側には、ワールドタイムに係る都市を設定するためのワー
ルドタイム設定ボタン５７が表示される。ワールドタイム設定ボタン５７がタップされた
ときの動作は、後記する図８から図１２で説明する。
【００２３】
　ワールドタイム設定ボタン５７の下側には、居住地情報５９が表示される。この居住地
情報５９は、居住地を示す家形のアイコンと、居住地の都市名を示す“Tokyo”と、居住
地における現地時刻とで構成される。
　現在時刻５５とワールドタイム時刻５６との間には、ホームタイムとワールドタイムの
都市設定を切り替える切替ボタン５８が表示される。切替ボタン５８がタップされたとき
の動作は、後記する図１３から図１５で説明する。
【００２４】
　図３（ｂ）は、電子時計２の外観を示す図である。
　電子時計２は、現在の時刻を表示する主文字板２８１と、特定都市の現地時刻を表示す
る副文字板２８２と、コネクトボタン２９とを備える。主文字板２８１の中心軸上には、
ホームタイムの時分を示す指針２１ａと、秒を示す指針２１ｂとが回転可能に設けられる
。副文字板２８２の中心軸上には、ワールドタイムの時分を示す指針２１ｃが回転可能に
設けられる。
　コネクトボタン２９は、電子時計２にスマートフォン１との接続を行わせるためのボタ
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ンである。電子時計２とスマートフォン１との接続と初期設定については、後記する図４
から図７で説明する。
【００２５】
　電子時計２とスマートフォン１との接続により、仮想アナログ時計５０は、実際の電子
時計２内にてワールドタイムを示す指針２１ｃとアプリ内の副文字板５２の小針５２１と
同期する。アプリ内の副文字板５２の小針５２１に設定する都市を選択すると、小針５２
１の中心軸が選択した都市の位置になるように世界地図が表示される。ユーザがワールド
タイムの都市の設定を変更すると、スマートフォン１は、副文字板５２に表示する地図を
移動させる。
【００２６】
　本実施形態では、ユーザに選択された特定都市を中心とする地図画像を、小針５２１の
中心軸が表示される位置に重なるように移動させる構成にした。これにより、副文字板５
２に表示されている時刻がどの都市の時刻なのかを一見して認識でき、電子時計２および
スマートフォン１が使い易くなる。
【００２７】
　図４は、初期設定のモード遷移図である。
　ここで初期設定とは、スマートフォン１に時刻表示プログラム１５１をインストールし
たのち最初に起動し、初期設定を促す一連の画面を表示したのち、図３（ａ）に示すホー
ム画面５に遷移するまでをいう。
　時刻表示プログラム１５１をインストールして起動すると、スマートフォン１は、タッ
チパネルディスプレイ１４（図１参照）にスプラッシュ画面を表示し（モードＭ１０）、
所定時間が経過すると通信誘導画面を表示して時計を検出する（モードＭ１１）。スマー
トフォン１が時計を検出すると（モードＭ１２）、接続中画面を表示し（モードＭ１３）
、時計の登録が完了すると登録完了画面を表示したのち（モードＭ１４）、初期設定画面
を表示する（モードＭ１５）。
【００２８】
　スマートフォン１は、モードＭ１５の初期設定画面にて「スキップしてスタート」がタ
ップされると、ホーム画面に遷移し（モードＭ２０）、モードＭ１５の初期設定画面にて
居住地ボタンがタップされると、都市リスト画面に遷移する（モードＭ１６）。スマート
フォン１は、この都市リスト画面にて、戻るボタンがタップされると初期設定画面に戻り
（モードＭ１５）、いずれかの都市を選択するとモードＭ１７の初期設定画面に遷移する
。また、スマートフォン１は、モードＭ１５の初期設定画面にて、時計に対するニックネ
ームが入力されると、モードＭ１７の初期設定画面に遷移し、この初期設定画面にて、「
送信してスタート」がタップされると、ホーム画面に遷移する（モードＭ２０）。
【００２９】
　以下の図５（ａ）から図７（ｉ）は、それぞれ初回起動時の登録画面を示している。
　図５（ａ）は、スプラッシュ画面４０を示す図である。
　スプラッシュ画面４０は、スマートフォン１のタッチパネルディスプレイ１４（図１参
照）に表示されるものであり、「時計表示プログラム」の文字が表示され、その背景に世
界地図が表示されている。このスプラッシュ画面４０は、図４に示したモードＭ１０にて
表示される。スプラッシュ画面４０は、所定時間の経過と共に、図５（ｂ）に示す通信誘
導画面４１に遷移する。
【００３０】
　図５（ｂ）は、通信誘導画面４１を示す図である。
　通信誘導画面４１には、電子時計２のコネクトボタン２９を示す画像と、「長押し１秒
」の吹き出し画像と、「時計のＣｏｎｎｅｃｔボタンを長押ししてください。」のテキス
トとが表示されている。この通信誘導画面４１は、図４に示したモードＭ１１にて表示さ
れる。ユーザが、この通信誘導画面４１に従って電子時計２のコネクトボタン２９を長押
しすると、図５（ｃ）に示す時計検出時ポップアップ画面４２に遷移する。
【００３１】
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　図５（ｃ）は、時計検出時ポップアップ画面４２を示す図である。
　時計検出時ポップアップ画面４２には、ポップアップ４２１と登録ボタン４２２とが表
示される。ポップアップ４２１には、「新しい時計が見つかりました！」が表示され、登
録ボタン４２２には、「時計をアプリに登録する」が表示されている。この時計検出時ポ
ップアップ画面４２は、図４に示したモードＭ１２にて表示される。
　ユーザが、この登録ボタン４２２をタップすることで、図６（ｄ）に示す接続中画面４
３に遷移する。
【００３２】
　図６（ｄ）は、接続中画面４３を示す図である。
　接続中画面４３には、スマートフォン１と電子時計２とがそれぞれ電波を発信している
ことを示す画像と、「ＣＯＮＮＥＣＴ」とが表示されている。この接続中画面４３は、図
４に示したモードＭ１３にて表示される。
　スマートフォン１に対する電子時計２の登録が完了すると、図６（ｅ）に示す登録完了
画面４４に遷移する。
【００３３】
　図６（ｅ）は、登録完了画面４４を示す図である。
　登録完了画面４４には、スマートフォン１にアナログ時計が表示されていることを示す
画像と、「登録が完了しました！」とが表示されている。この接続中画面４３は、図４に
示したモードＭ１４にて表示される。
　スマートフォン１は、登録完了画面４４を所定時間に亘って表示すると、図６（ｆ）に
示す初期設定画面４５に遷移する。
【００３４】
　図６（ｆ）は、初期設定画面４５を示す図である。
　初期設定画面４５には、時計のニックネームを入力する名称テキストボックス４５１と
、この電子時計２のユーザの居住地を選択する居住地選択ボタン４５２と、「スキップし
てスタート」と記載されたスキップボタン４５３とが表示されている。この初期設定画面
４５は、図４に示したモードＭ１５にて表示される。
　ユーザが名称テキストボックス４５１に時計のニックネームを入力することにより、複
数の同機種の時計を識別することが可能である。また、ユーザが電子時計２のユーザの居
住地を選択することにより、都市の選択肢として居住地を優先して表示することが可能で
ある。
　初期設定画面４５にて、ユーザが名称テキストボックス４５１に入力するか、または居
住地を設定すると、スマートフォン１は、図７（ｈ）に示す初期設定画面４５ａに遷移す
る。また、スマートフォン１は、居住地選択ボタン４５２がタップされると図７（ｇ）に
示す都市リスト画面４６に遷移し、スキップボタン４５３がタップされると図７（ｉ）に
示すホーム画面５に遷移する。
【００３５】
　図７（ｇ）は、都市リスト画面４６を示す図である。
　この都市リスト画面４６には、アルファベット順に都市リスト４６３が表示され、更に
都市検索テキストボックス４６１と戻るボタン４６２とが表示されている。この都市リス
ト画面４６は、図４に示したモードＭ１６にて表示される。これにより、ユーザの居住地
を容易に入力することができる。更に都市検索テキストボックス４６１に検索キーワード
を入力することにより、都市リスト４６３に表示される都市を絞り込むことができる。例
えば、ユーザが“T”を入力すると、アルファベットのＴで始まる都市に絞り込めるので
、“Tokyo”を容易に選択可能である。
　ユーザが都市リスト４６３のうちいずれかの都市をタップすると、スマートフォン１は
図７（ｈ）に示した初期設定画面４５ａに遷移する。ユーザが戻るボタン４６２をタップ
すると、スマートフォン１は図６（ｆ）に示した初期設定画面４５に遷移する。
【００３６】
　図７（ｈ）は、初期設定画面４５ａを示す図である。
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　この初期設定画面４５ａには、時計のニックネームを入力する名称テキストボックス４
５１と、この電子時計２のユーザの居住地を選択する居住地選択ボタン４５２と、「送信
してスタート」と記載された送信ボタン４５４とが表示されている。この初期設定画面４
５ａは、図４に示したモードＭ１７にて表示される。
　この初期設定画面４５ａにて、ユーザは名称テキストボックス４５１に“my watch”を
入力し、居住地として“Tokyo”を選択している。
　初期設定画面４５ａにて、ユーザが送信ボタン４５４をタップすると、スマートフォン
１は図７（ｉ）に示すホーム画面５に遷移する。
【００３７】
　図７（ｉ）は、ホーム画面５ａを示す図である。
　このホーム画面５ａは、図３（ａ）に示したホーム画面５とは異なり、ワールドタイム
の都市としてハワイが選択されている。副文字板５２には、ワールドタイムとして特定都
市の現地時刻が指針５２１で表示され、ここではハワイの現地時刻が１１時９分として表
示されている。それ以外は図３（ａ）に示したホーム画面５と同様に表示されている。こ
こで示したように、ハワイの現地時刻と日本時間との時差は、－１９時間である。
【００３８】
　このような一連の初期設定のモード遷移により、ユーザは電子時計２とスマートフォン
１とを接続させ、電子時計２の時刻をスマートフォン１の時刻に同期させることができる
。スマートフォン１の時刻は、携帯キャリアのネットワーク３２を介して正しく同期して
いるので、このスマートフォン１と同期する電子時計２の時刻も、正しく同期することが
できる。
【００３９】
　初期設定された電子時計２は、１日のうち、予め設定した時刻になるとスマートフォン
１と接続し、ホームタイムとワールドタイムの２つの時刻を修正する。つまりスマートフ
ォン１は、近距離無線通信部１９により電子時計２に特定都市の情報を送信させ、近距離
無線通信部１９により電子時計２から特定都市の情報を受信させることができる。
　予め設定した時刻になるとスマートフォン１は、電子時計２にデータ送信リクエストを
送信する。電子時計２は、このデータ送信リクエストを受信すると、先ずホームタイムの
都市情報とサマータイム設定とを返信し、次にワールドタイムの都市情報とサマータイム
設定とを返信する。
　これらを受信したスマートフォン１は、自身のオペレーティングシステムに設定された
所在地の都市情報と現地時刻情報から、ホームタイムに係る都市に応じた時差と、サマー
タイムの時間差とルールと設定とを時計に返す。ここで現地時刻とは、所在地の都市のサ
マータイムを反映した時刻のことをいう。サマータイムのルールとは、サマータイムの適
用期間である。サマータイムの設定とは、ＡＵＴＯ／強制ＯＮ／強制ＯＦＦの設定である
。
【００４０】
　具体的にいうとスマートフォン１は、電子時計２から受信したホームタイムの都市情報
が、前回受信した都市情報と違っていたら、スマートフォン１自身のオペレーティングシ
ステムの都市情報とホームタイムの都市情報との時差と、サマータイムのＡＵＴＯ設定を
スマートフォン１に送信する。また、スマートフォン１は、電子時計２から受信したホー
ムタイムの都市情報が、前回受信した都市情報と同一ならば、電子時計２から受信したホ
ームタイムの都市情報とサマータイム設定をそのまま返す。
【００４１】
　次にスマートフォン１は、電子時計２から受信したワールドタイムの都市情報とサマー
タイム設定と、ワールドタイムの都市と自身のオペレーティングシステムの都市との時差
とを電子時計２に送信する。
　ここで、電子時計２のリュウズが回されて、ワールドタイムの時刻が変更されていた場
合を考える。ワールドタイムの時刻変更に伴い、電子時計２のＣＰＵ２６１は、ワールド
タイムの都市情報をブランクとし、サマータイム設定をＯＦＦ状態とする。このとき、ス
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マートフォン１が電子時計２と同期すると、スマートフォン１のこの仮想アナログ時計５
０のワールドタイム都市名５４はブランクとなり、副文字板５２の背景には地図が表示さ
れなくなる。これにより、電子時計２は、ワールドタイムの都市情報がブランクになって
いることを明確に示すことができる。
【００４２】
　図８は、ワールドタイム設定時のモード遷移図である。
　モードＭ２０のホーム画面にて、ユーザがワールドタイム設定ボタン５７をタップする
と、スマートフォン１は、世界地図を示した大陸選択画面（モードＭ２１）に遷移する。
なお、図８ではワールドタイム設定ボタン５７のタップを、「ＷＴタップ」と省略して記
載している。
【００４３】
　モードＭ２１の大陸選択画面にてユーザが現在の都市を選択すると、スマートフォン１
は、現在の都市画面（モードＭ２２）に遷移する。スマートフォン１は更に、現在の都市
画面から、電子時計２にサマータイムの設定（モードＭ２３）を行うことができる。
　モードＭ２１の大陸選択画面の表示にて、ユーザがいずれかの大陸をタップすると、ス
マートフォン１は、大陸を表示した都市選択画面（モードＭ２４）に遷移する。ユーザが
都市選択画面にて都市を選択すると、スマートフォン１は、選択した都市画面（モードＭ
２７）に遷移する。
　大陸選択画面（モードＭ２１）や現在の都市画面（モードＭ２２）にてユーザがリスト
マークをタップすると、スマートフォン１は、都市リスト画面（モードＭ２５）に遷移す
る。ユーザが都市リスト画面にて都市を選択すると、スマートフォン１は、選択した都市
画面（モードＭ２７）に遷移する。
【００４４】
　大陸選択画面（モードＭ２１）や現在の都市画面（モードＭ２２）にてユーザがフリー
ワードを入力して検索すると、スマートフォン１は、フリーワード検索画面（モードＭ２
６）に遷移する。フリーワード検索画面にてユーザが都市を選択すると、スマートフォン
１は、選択した都市画面（モードＭ２７）に遷移する。
　選択した都市画面（モードＭ２７）にて、ユーザが設定の送信を指示すると、スマート
フォン１は、ワールドタイムの都市情報を電子時計２に送信し（モードＭ２８）、現在の
都市の地図から選択した都市の地図までを順次補間して表示（モードＭ２９）することに
より、副文字板に表示した地図を移動させる。スマートフォン１は、この地図の移動が終
了すると、再びホーム画面（モードＭ２０）に戻り、選択した都市の地図を副文字板に表
示する。
【００４５】
　以下の図９（ａ）から図１２（ｌ）は、それぞれワールドタイムの設定に係る画面を示
している。
　図９（ａ）は、ホーム画面５ａを示す図である。
　このホーム画面５ａは、図７（ｉ）に示したホーム画面５ａと同様である。このホーム
画面５ａは、図８に示したモードＭ２０にて表示される。このホーム画面５ａにて、ユー
ザがワールドタイム設定ボタン５７をタップすると、スマートフォン１は、図９（ｂ）に
示す大陸選択画面６１に遷移する。
【００４６】
　図９（ｂ）は、大陸選択画面６１を示す図である。
　この大陸選択画面６１には、都市検索テキストボックス６１１、リストマーク６１２、
戻るボタン６１３、世界地図６１４、設定都市選択ボタン６１５、候補都市リスト６１６
が表示されている。この大陸選択画面６１は、図８に示したモードＭ２１にて表示される
。
　ユーザが設定都市選択ボタン６１５をタップすると、スマートフォン１は、現在の設定
都市であるハワイの要部（ホノルル）の地図を示す都市画面７ａに遷移する。ユーザが候
補都市リスト６１６のうちいずれかの都市をタップすると、スマートフォン１は、選択し
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た都市の拡大地図を示す都市画面に遷移する。
　このように先ず大陸を選択させたのち、その大陸に位置する都市を選択させるようにし
たので、ユーザは、選択したい都市名の記憶が不鮮明であっても、世界地図上の概略位置
を記憶していれば、都市を容易に選択可能である。
【００４７】
　ユーザが都市検索テキストボックス６１１をタップすると、スマートフォン１は、図１
０（ｆ）に示すフリーワード検索画面６３に遷移する。ユーザがリストマーク６１２をタ
ップすると、スマートフォン１は、図１１（ｇ）に示す都市リスト画面６４に遷移する。
ユーザが、世界地図６１４のうちいずれかの大陸をタップすると、スマートフォン１は、
図１０（ｅ）に示す都市選択画面６２に遷移する。ユーザが戻るボタン６１３をタップす
ると、スマートフォン１は、図９（ａ）に示すホーム画面５ａに戻る。
【００４８】
　図９（ｃ）は、現在の設定都市であるハワイの要部（ホノルル）を示す都市画面７ａを
示す図である。
　この都市画面７ａには、大陸選択画面６１と同様な都市検索テキストボックス７１、リ
ストマーク７２、戻るボタン７３が表示され、更にハワイの要部（ホノルル）を示す地図
７４、“Hawaii”と記載された都市名７５、ハワイの現地時刻７６が表示されている。ス
マートフォン１は、オペレーティングシステムの標準地図を地図データベース３３１から
ダウンロードして、この地図７４として表示する。この地図７４に、スマートフォン１の
オペレーティングシステムの標準地図を使用することにより、時刻表示プログラム１５１
のファイルサイズを減らすことができる。
　２０１５年度においてハワイではサマータイムは実施されておらず、この都市画面７ａ
には、サマータイムに係る情報は表示されていない。この都市画面７ａは、図８に示した
モードＭ２２にて表示される。
【００４９】
　図１０（ｄ）は、設定都市であるニューヨークの要部を示す都市画面７ｂを示す図であ
る。ここでは、サマータイムが設定されている都市を選択した場合を示している。
　この都市画面７ｂは、図９（ｃ）に示した都市画面７ａと同様な都市検索テキストボッ
クス７１、リストマーク７２、戻るボタン７３が表示され、更にニューヨークの要部を示
す地図７４、“New York”と記載された都市名７５、ニューヨークの現地時刻７６、サマ
ータイムのＡＵＴＯ／強制ＯＮ／強制ＯＦＦの適用に係る適用ボタン７７、時刻設定を電
子時計２に設定する設定送信ボタン７８が表示される。
　適用ボタン７７をタップすると、サマータイムのＡＵＴＯ／強制ＯＮ／強制ＯＦＦの設
定が順番に切り替わる。サマータイムの強制ＯＮ設定は、サマータイムを表示時刻に適用
する設定である。サマータイムの強制ＯＦＦ設定は、サマータイムを表示時刻に適用しな
い設定である。サマータイムのＡＵＴＯ設定は、自動でサマータイムを表示時刻に適用す
る設定である。
　サマータイムのルールは、各国が運用するものであり、時として変更される場合がある
。そのため、スマートフォン１は、外部のサマータイムデータベース３３２を参照して、
各都市の最新のサマータイムのルールを取得している。これにより、各国政府がサマータ
イムのルールを変更しても、常に最新のサマータイムのルールに基づいて、スマートフォ
ン１や電子時計２を動作させることができる。
　この都市画面７ｂでは、ニューヨークにおけるサマータイムは２０１５年３月８日から
１１月１日まで適用されることを示しており、適用ボタン７７の“ＯＦＦ”表示により、
このサマータイムを適用しない強制ＯＦＦ設定を電子時計２に送信することを示している
。
【００５０】
　図１０（ｅ）は、都市選択画面６２を示す図である。
　この都市選択画面６２には、大陸選択画面６１と同様な都市検索テキストボックス６２
１、リストマーク６２２、戻るボタン６２３が表示され、更にユーラシア大陸を示す大陸
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地図６２４が表示されている。この都市選択画面６２は、図８に示したモードＭ２４にて
表示される。この大陸地図６２４には、東京、北京、ハルビン、上海などユーラシア大陸
の主要な都市が吹き出しで示されている。ユーザが都市名の吹き出しをタップすることで
、所望の都市を選択することができる。
【００５１】
　ユーザが都市検索テキストボックス６２１をタップすると、スマートフォン１は、図１
０（ｆ）に示すフリーワード検索画面６３に遷移する。ユーザがリストマーク６２２をタ
ップすると、スマートフォン１は、図１１（ｇ）に示す都市リスト画面６４に遷移する。
ユーザが、大陸地図６２４のうちいずれかの都市名の吹き出しをタップすると、スマート
フォン１は、図１１（ｈ）に示す都市画面７ｃに遷移して、吹き出しに係る都市情報を表
示する。ユーザが戻るボタン６１３をタップすると、スマートフォン１は、図９（ｂ）に
示す大陸選択画面６１に戻る。
【００５２】
　図１０（ｆ）は、フリーワード検索画面６３を示す図である。
　このフリーワード検索画面６３には、都市検索テキストボックス６３１、キャンセルボ
タン６３２が表示され、その下に都市リスト６３３と入力キー領域６３４とが表示される
。このフリーワード検索画面６３は、図８に示したモードＭ２６にて表示される。
　都市リスト６３３には、都市検索テキストボックス６３１に入力された文字列に前方一
致する都市名のリストが表示される。ユーザが都市リスト６３３のいずれかの都市をタッ
プすることでその都市が選択され、スマートフォン１は、図１１（ｈ）に示す都市画面７
ｃに遷移する。入力キー領域６３４は、都市検索テキストボックス６３１に入力するキー
の候補を表示して、ユーザにタップさせるための領域である。
【００５３】
　ユーザが都市検索テキストボックス６２１をタップすると、スマートフォン１は、図１
０（ｆ）に示すフリーワード検索画面６３に遷移する。ユーザがリストマーク６２２をタ
ップすると、スマートフォン１は、図１１（ｇ）に示す都市リスト画面６４に遷移する。
ユーザが大陸地図６２４のうち、いずれかの都市名の吹き出しをタップすると、スマート
フォン１は、図１１（ｈ）に示す都市画面７ｃに遷移して、吹き出しに係る都市情報を表
示する。ユーザがキャンセルボタン６３２をタップすると、スマートフォン１は、このフ
リーワード検索画面６３に遷移する前の画面に戻る。
【００５４】
　図１１（ｇ）は、都市リスト画面６４を示す図である。
　この都市リスト画面６４には、アルファベット順に都市リスト６４３が表示され、更に
都市検索テキストボックス６４１とキャンセルボタン６４２とが表示されている。この都
市リスト画面６４は、図８に示したモードＭ２５にて表示される。これにより、ワールド
タイムに係る都市を容易に入力することができる。更に都市検索テキストボックス６４１
に検索キーワードを入力することにより、図１０（ｆ）に示すフリーワード検索画面６３
に遷移して、都市リスト６４３に表示される都市を絞り込むことができる。
　ユーザが都市リスト６４３のうちいずれかの都市をタップすると、スマートフォン１は
、図１１（ｈ）に示す都市画面７ｃに遷移する。ユーザがキャンセルボタン６４２をタッ
プすると、スマートフォン１は、この都市リスト画面６４に遷移する前の画面に戻る。
【００５５】
　図１１（ｈ）は、選択した都市に係る都市画面７ｃを示す図である。
　この都市画面７ｃには、図１０（ｄ）に示した都市画面７ｂとは異なり、設定ボタン７
８の代わりにワールドタイム設定ボタン７９を備えている。この都市画面７ｃは、図８に
示したモードＭ２７にて表示される。
　ここでユーザがワールドタイム設定ボタン７９をタップすると、図１１（ｉ）から図１
２（ｋ）までに示す画面が順次表示されたのち、図１２（ｌ）に示すようにホーム画面５
に表示される仮想アナログ時計５０の副文字板５２の表示が切り替わる。併せて電子時計
２の副文字板２８２の指針２１ｃによる表示時刻が切り替わる。
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【００５６】
　図１１（ｉ）は、ワールドタイム設定中画面８ａを示す図である。
　このワールドタイム設定中画面８ａでは、ワールドタイム文字板表示８１とワールドタ
イム時刻８２とが表示される。ユーザがワールドタイム設定ボタン７９をタップした当初
は、元の都市であるハワイの地図がワールドタイム文字板表示８１に表示され、ハワイの
現地時刻がワールドタイム時刻８２に表示される。このワールドタイム設定中画面８ａは
、図８に示したモードＭ２９にて表示される。
【００５７】
　図１２（ｊ）は、ワールドタイム設定中画面８ｂを示す図である。
　このワールドタイム設定中画面８ｂでは、元の都市であるハワイとニューヨークとの間
で、かつハワイから－２時間の時差のタイムゾーンの地図がワールドタイム文字板表示８
１に表示される。更に、このタイムゾーンの現地時刻がワールドタイム時刻８２に表示さ
れる。このワールドタイム設定中画面８ｂは、図８に示したモードＭ２９にて表示される
。このように、スマートフォン１は、元のハワイからニューヨークに近づくように順番に
各タイムゾーンを示す地図を補間して表示し、併せて各タイムゾーンの現地時刻を表示す
る。これによりユーザは、どのようにワールドタイムの設定を変更したかを明瞭に認識可
能である。
【００５８】
　図１２（ｋ）は、ワールドタイム設定中画面８ｃを示す図である。
　このワールドタイム設定中画面８ｃでは、選択した都市であるニューヨークの地図がワ
ールドタイム文字板表示８１に表示され、ニューヨークの現地時刻がワールドタイム時刻
８２に表示される。このワールドタイム設定中画面８ｃは、図８に示したモードＭ２９に
て表示される。
【００５９】
　図１２（ｌ）は、ホーム画面５ｂを示す図である。
　このホーム画面５ｂは、図９（ａ）に示したホーム画面５ａとは異なり、ワールドタイ
ムの都市としてニューヨークが選択されている。それ以外はホーム画面５ａと同様に表示
されている。このホーム画面５ｂは、図８に示したモードＭ２０にて表示される。
【００６０】
　本実施形態では、スマートフォン１との連携で手軽になったワールドタイム設定をアプ
リ上でより分かり易く伝えるために、仮想アナログ時計５０の副文字板５２に設定都市の
地図を表示させる。例えば、図９（ａ）のホーム画面５ａではハワイを中心とした地図を
副文字板５２に表示させ、図１２（ｉ）のホーム画面５ｂではニューヨークを中心とした
地図を副文字板５２に表示させている。これにより、副文字板５２に表示される現地時刻
と、この現地時刻に係る都市であるニューヨークとを対応付けて認識し易くすることがで
きる。
　更に、ホーム画面５ａからホーム画面５ｂへの切り替わりでは、小針５２１の中心軸が
設定都市の位置になるように世界地図を移動させて表示させることで、副文字板５２の小
針５２１で表示される現地時刻と、この現地時刻に係る都市との対応が、より直感的かつ
明瞭に理解できるようになっている。
【００６１】
　図１３は、ホームタイム／ワールドタイム切替のモード遷移図である。
　モードＭ２０のホーム画面にてユーザが切替ボタン５８をタップすると、ホームタイム
とワールドタイムの切替動作が開始する。
　スマートフォン１は、タッチパネルディスプレイ１４に表示するホームタイムの表示を
縮小させ（モードＭ４１）、ホームタイムの表示位置とワールドタイムの表示位置を左右
で入れ替える（モードＭ４２）。
　スマートフォン１は、確認画面を表示し（モードＭ４３）、入力待ちとなる。
　確認画面にてユーザがキャンセルボタンをタップすると、ホームタイムの表示位置とワ
ールドタイムの表示位置を左右で入れ替え（モードＭ４７）、タッチパネルディスプレイ
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１４に表示するホームタイムの表示を拡大（モードＭ４８）させてホーム画面（モードＭ
２０）に戻る。
　確認画面にてユーザが設定送信ボタンをタップすると、スマートフォン１は、ホームタ
イムとワールドタイムの切替を電子時計２に送信し（モードＭ４４）、仮想アナログ時計
５０のホームタイム情報とワールドタイム情報とを切り替え（モードＭ４５）たのち、新
たなホームタイムの表示を拡大し（モードＭ４６）、ホーム画面に戻る。
【００６２】
　図１４（ａ）から図１５（ｆ）は、それぞれホームタイム／ワールドタイム切替に係る
画面を示している。
　図１４（ａ）は、ホーム画面５ｂを示す図である。
　このホーム画面５ｂは、図１２（ｉ）で示したホーム画面５ａと同様に表示されており
、ホームタイムの都市が東京となり、ワールドタイムの都市がニューヨークとなっている
。このホーム画面５ｂは、図１３に示したモードＭ２０にて表示される。ここでユーザが
切替ボタン５８をタップすると、図１４（ｂ）の切替画面９ａから図１５（ｄ）の確認画
面９ｃまで順次遷移する。
【００６３】
　図１４（ｂ）は、切替画面９ａを示す図である。
　この切替画面９ａは、東京の現地時刻を示すメイン針９１、ニューヨークの地図上に表
示されてニューヨークの現地時刻を示す小針９２を表示している。この切替画面９ａは、
図１３に示したモードＭ４１にて表示され、メイン針９１は縮小しながら右側に移動する
。
　切替画面９ａの右下には、“Tokyo”と記載された現在都市９３と現在時刻９５とが表
示される。切替画面９ａの左下には、“New York”と記載されたワールドタイム都市９４
とニューヨークの現地時刻を示すワールドタイム時刻９６とが表示される。
【００６４】
　図１４（ｃ）は、切替画面９ｂを示す図である。
　この切替画面９ｂは、東京の現地時刻を示すメイン針９１、ニューヨークの地図上に表
示されてニューヨークの現地時刻を示す小針９２を表示している。このメイン針９１は、
小針９２と同様な大きさで、この小針９２の右側に位置している。
　その後、メイン針９１と小針９２、現在都市９３とワールドタイム都市９４、現在時刻
９５とワールドタイム時刻９６が、それぞれ左右で入れ替わるように補間表示されて（モ
ードＭ４２）、図１５（ｄ）に示す確認画面９ｃに遷移する。
【００６５】
　図１５（ｄ）は、確認画面９ｃを示す図である。
　この確認画面９ｃには、東京の地図上に表示されて東京の現地時刻を示す小針９１ａ、
ニューヨークの現地時刻を示すメイン針９２ａを表示している。このメイン針９２ａは、
小針９１ａと同様な大きさで、この小針９１ａの右側に位置している。
　確認画面９ｃの右下には、“New York”と記載されたワールドタイム都市９４とニュー
ヨークの現地時刻を示すワールドタイム時刻９６とが表示される。確認画面９ｃの左下に
は、“Tokyo”と記載された現在都市９３と東京の現在時刻９５とが表示される。このよ
うに、ユーザは切り替えたい都市の地図と都市名とを予め表示させた状態で、ホームタイ
ムの都市とワールドタイムの都市の切り替えを行う。これにより、ユーザは、意図しない
都市に誤って切り替えてしまうことを抑止可能である。
　確認画面９ｃの最下部には、設定ボタン９７が表示されている。ユーザが、この設定ボ
タン９７をタップすると、スマートフォン１は、電子時計２にホームタイムの都市とワー
ルドタイムの都市の切り替えを指示する。これにより電子時計２は、指針２１ａと指針２
１ｃとを駆動して、それぞれの表示時刻を切り替える。同時にスマートフォン１は、図１
５（ｅ）の切替画面９ｄに遷移して、自身のホームタイムの都市とワールドタイムの都市
とを切り替える。
　確認画面９ｃの上部には、キャンセルボタン９８が表示されている。ユーザが、このキ



(16) JP 2017-111083 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

ャンセルボタン９８をタップすると、切替画面９ｂ，９ａに順次遷移したのち、図１４（
ａ）に示すホーム画面５ｂに戻る。
【００６６】
　図１５（ｅ）は、切替画面９ｄを示す図である。
　この切替画面９ｄには、東京の現地時刻を示す小針９１ａ、ニューヨークの地図上に表
示されてニューヨークの現地時刻を示すメイン針９２ａが表示されている。スマートフォ
ン１は、メイン針９２ａを順次拡大して表示したのち、図１５（ｆ）に示すホーム画面５
ｃに遷移する。
【００６７】
　図１５（ｆ）は、ホーム画面５ｃを示す図である。
　このホーム画面５ｃは、図１４（ａ）で示したホーム画面５ｂとは異なり、ホームタイ
ムの都市がニューヨークとなり、ワールドタイムの都市が東京となっている。つまり、ホ
ーム画面５ｂのホームタイムの都市がワールドタイムの都市に切り替わり、ワールドタイ
ムの都市がホームタイムの都市に切り替わっている。
　小針５２１の中心軸が設定都市の位置になるように世界地図を表示させることで、副文
字板５２の小針５２１に設定されている時刻が、設定都市の現地時刻であることが、より
直感的かつ明瞭に理解できる。更にホームタイムとワールドタイムの切り替わりにおいて
、切替後のワールドタイムの地図をワールドタイムの時刻表示に重畳表示しているので、
ユーザは切替後の設定都市を直感的に把握することができ、誤った都市をワールドタイム
に設定することを抑止することができる。
【００６８】
（変形例）
　本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、変
更実施が可能であり、例えば、次の（ａ）～（ｆ）のようなものがある。
（ａ）　電子時計２に時刻を設定するのは、スマートフォンに限られず、タブレット端末
やパソコンなど、任意の端末装置でよい。
（ｂ）　スマートフォン１が備えるＣＰＵは複数であってもよく、これら複数のＣＰＵが
複数のプログラムを実行するように構成してもよい。
（ｃ）　時刻表示プログラム１５１は、フラッシュメモリ以外のメモリに記憶されてもよ
い。
（ｄ）　本発明は、仮想アナログ時計を表示して時計と同期するためのスマートフォンに
限定されず、腕時計と同様に手首に装着して利用するスマートウォッチ本体であってもよ
く、限定されない。
（ｅ）　スマートフォン１と電子時計２との間の通信は、Bluetooth Low Energy規格に限
定されず、任意の通信規格であってもよい。
（ｆ）　電子時計２のリュウズを回してワールドタイムの時刻を変更し、都市情報がプラ
ンクになったときを考える。スマートフォン１は、受信した都市情報がブランクであった
とき、受信した時差の範囲かつ直前に設定されていた特定都市の最寄りの都市を新たな特
定都市としてもよく、また、直前に設定されていた特定都市から陸続きの都市を新たな特
定都市としてもよい。これによりスマートフォン１は、仮想アナログ時計の副文字板の上
に、新たな都市の地図を表示させることができる。
【００６９】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　表示部と、
　ユーザによる操作を受け付ける操作受付部と、
　記憶部と、
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　１つ以上のプロセッサと、
　前記記憶部に記憶されると共に、前記１つ以上のプロセッサにより実行されるように構
成された１つ以上のプログラムと、
　を備える時刻表示装置であって、
　前記１つ以上のプログラムは、
　ユーザによる特定都市の選択操作を前記操作受付部に受け付けさせる命令、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする時刻表示装置。
＜請求項２＞
　前記１つ以上のプログラムは、
　第１の特定都市を示す第１の地図における当該第１の特定都市の表示位置に前記第１の
特定都市の現地時刻の表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた選択操作により、第２の特定都市を取得させる命令、
　前記第１の地図から前記第２の特定都市を示す第２地図までを補間する複数の第３の地
図を特定させる命令、
　前記第１の地図から前記第２の地図に近づくように順番に複数の前記第３の地図を表示
させる命令、
　前記第２の特定都市の現地時刻を、前記第２の地図上に重畳して前記表示部に表示させ
る命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
＜請求項３＞
　外部ネットワークと通信する通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記外部ネットワークを介して前記第２の特定都市の地図を前記通信部に取得させる命
令、
　取得した前記第２の特定都市の地図および当該第２の特定都市の現地時刻を前記表示部
に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の時刻表示装置。
＜請求項４＞
　時計と通信する近距離無線通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　現在地における現在時刻を前記表示部に表示させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた切替操作により、前記表示部における前記特定都市の
現地時刻の表示位置を現在地における現在時刻の表示位置に移動させ、現在地の現在時刻
の表示位置を前記特定都市の現地時刻の表示位置に移動させる命令、
　前記操作受付部に受け付けさせた確認操作により、前記時計に対する現在地と前記特定
都市との切り替え指示を前記近距離無線通信部に送信させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
＜請求項５＞
　時計との間で通信する近距離無線通信部を更に備え、
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計に対する特定都市の情報を前記近距離無線通信部に送信させる命令、
　前記時計から前記特定都市の情報を前記近距離無線通信部に受信させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の時刻表示装置。
＜請求項６＞
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨を受信した後、特定都市を示す地図
を表示することなしに現地時刻を前記表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項５に記載の時刻表示装置。
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＜請求項７＞
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨および時差情報を前記近距離無線通
信部が受信した際には、受信した時差の範囲かつ直前に設定されていた特定都市の最寄り
の都市を新たな特定都市とさせる命令、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の時刻表示装置。
＜請求項８＞
　前記１つ以上のプログラムは、
　前記時計から特定都市の情報が設定されていない旨および時差情報を前記近距離無線通
信部が受信した際には、受信した時差の範囲かつ直前に設定されていた特定都市から陸続
きの都市を新たな特定都市とさせる命令、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載の時刻表示装置。
＜請求項９＞
　前記表示部に表示される特定都市を示す地図の輝度は、前記表示部に表示される背景の
輝度と当該特定都市の現地時刻の輝度との間である、
　ことを特徴とする請求項１ないし８のうちいずれか１項に記載の時刻表示装置。
＜請求項１０＞
　前記表示部に表示される特定都市を示す地図上に、当該特定都市の名称を重畳して前記
表示部に表示させる命令、
　を含むことを特徴とする請求項１ないし９のうちいずれか１項に記載の時刻表示装置。
＜請求項１１＞
　前記表示部に表示される特定都市の名称の色は、前記表示部に表示される当該特定都市
の現地時刻の色とは異なる、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の時刻表示装置。
＜請求項１２＞
　ユーザによる操作を受け付けて表示部に時刻を表示する時刻表示方法であって、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付けるステップ、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示するステップ、
　を含むことを特徴とする時刻表示方法。
＜請求項１３＞
　ユーザによる操作を受け付けて表示部に時刻を表示するコンピュータを、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付ける操作受付手段、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示する表示制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
＜請求項１４＞
　表示部と、
　ユーザによる特定都市の選択操作を受け付ける操作受付部と、
　１つ以上のプロセッサと、
　を備える時刻表示装置であって、
　前記１つ以上のプロセッサは、
　前記特定都市を示す地図における当該特定都市の表示位置に当該特定都市の現地時刻の
表示の中心を重畳して前記表示部に表示させる、
　ことを特徴とする時刻表示装置。
【符号の説明】
【００７０】
１　スマートフォン　（時刻表示装置）
１４　タッチパネルディスプレイ
１５　フラッシュメモリ
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１５２　都市データベース
１６　計時部
１７　ＷｉＦｉ通信部
１８　キャリア通信部
１９　近距離無線通信部
２　電子時計
２６１　ＣＰＵ
２６５　近距離無線通信回路
２８１　主文字板
２８２　副文字板
２９　コネクトボタン
３３１　地図データベース
３３２　サマータイムデータベース
４０　スプラッシュ画面
４１　通信誘導画面
４２　時計検出時ポップアップ画面
４３　接続中画面
４４　登録完了画面
４５　初期設定画面
４５ａ　初期設定画面
４６　都市リスト画面
５，５ａ～５ｃ　ホーム画面
５０　仮想アナログ時計
５１　主文字板
５１１　指針
５２　副文字板
５２１　小針
５３　現在都市名
５４　ワールドタイム都市名
５５　現在時刻
５６　ワールドタイム時刻
５７　ワールドタイム設定ボタン
５８　切替ボタン
６１　大陸選択画面
６２　都市選択画面
６３　フリーワード検索画面
６４　都市リスト画面
７ａ～７ｃ　都市画面
８ａ～８ｃ　ワールドタイム設定中画面
９ａ，９ｂ，９ｄ　切替画面
９ｃ　確認画面
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